
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
  
 
 
 
  
  
 
 

 

 
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中山町情報・物産館 

1 月の休館日：1 月 19 日(月) 

朝８時～９時半 

ゆ・ら・らフロント前にて 

日曜ミニ朝市 

広
　
告

　
金
沢
村
本
村
で
は
、
村
の
南
部

に
「
づ
く
だ
ら
め
き
」「
朴
清
水
」

「
南
山
清
水
」
な
ど
の
滲し

ん

透と
う

水
の

湧
水
が
あ
っ
て
、
溜た

め
井い

か
ら
溢
れ

た
も
の
が
小
さ
な
堰
と
な
り
、
村

中
を
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
金
沢
村
の
枝
郷
で
あ
る
岩
谷
は

三
十
数
戸
で
し
た
が
、
こ
こ
の
用

水
の
多
く
は
、山
麓
に
溝
を
掘
り
、

滲
透
水
を
集
め
た
「
つ
か
い
川
」

の
水
を
飲
用
や
生
活
用
水
の
何
れ

に
も
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
長
崎
村
の
用
水
堰
は
、

柳
沢
村
の
石
子
沢
川
を
水
源
と
し
、

柳
沢
村
の
三
条
目
、
一
ノ
坪
な
ど

の
水
田
灌
漑
用
水
と
な
っ
た
ほ
か
、

竹
ノ
花
、
三
千
刈
、
横
大
道
、
南

浦
、
渋
沼
、
立
道
、
町
浦
、
広
瀬

に
及
ぶ「
町
堰
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
堰
は
、
長
崎
城
三
代
城
主

中
山
宗
朝
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
た

も
の
で
、文
安
２
年
（
１
４
４
５
）

の
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
子
沢
川
は
上
流
か
ら
大
量
の

山
砂
を
押
流
し
、
こ
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

に

よ
っ
て
堰
肩
に
積
ま
れ
て
、
長
崎

―
柳
沢
間
の
「
横
大
道
」
が
次
第

に
拡
幅
さ
れ
、
長
崎
本
村
で
古
川

と
合
流
す
る
ほ
か
、
本
村
内
各
地

に
堰
が
設
け
ら
れ
、
梅
ヶ
枝
、
南

小
路
な
ど
多
く
の
水
路
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
今
日
、
長
崎
町
内
で
通

水
さ
れ
て
い
る
町
堰
は
、
石
子
沢

川
よ
り
円
同
寺
境
内
か
ら
天
性
寺

に
抜
け
る
水
路
、
三
和
缶
詰
株
式

会
社
を
東
に
向
か
う
も
の
な
ど
、

ご
く
僅
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
江

戸
時
代
に
は
玄
蕃
壇
西
の
八
年
堀

（
さ
つ
ま
堀
）
や
長
崎
城
跡
を
囲

ん
で
無
数
の
町
堰
が
あ
っ
て
、
日

常
は
洗
い
場
や
「
つ
か
い
川
」
の

取
水
堰
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
の
古
川
に
階
段
を

設
け
て
水
面
近
く
に
３
尺
四
方
程

度
の
板
場
を
作
り
、こ
こ
で
洗
濯
、

菜
洗
い
、
子
ど
も
の
水
泳
な
ど
多

用
途
の
洗
い
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
町
堰
は
、
洪
水
時
に

は
排
水
路
と
も
な
り
ま
し
た
。

【
用
語
の
説
明
】

浚
渫
：
河
床
な
ど
の
土
砂
を
掘
削

す
る
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　

�

第
９
章
第
２
節　
冷
害
・
旱
害

の
記
録
と
対
策

第９4話　用水堰 『広報なかやま縮刷版』第３巻・第４巻が完成
　中山町誕生６０周年記念事業として作成してき
た『広報なかやま縮刷版』第３巻・第４巻が完
成しました。冊数に限りがありますので、お早
目にご購入ください。

※�購入・お問い合わせは
　　総務企画課情報防災グループまで
� ☎６６２－４８９９

※セット購入割引はありません。

●第１巻、第２巻も随時頒布していますので、ぜひ合わせてご購入ください。

第３巻 掲載号：平成６年１１月～平成１６年１０月号 価格５，４００円（税込）
（送料別・着払い）

第４巻 掲載号：平成１６年１１月～平成２６年１０月号 〃

第１巻 掲載号：昭和２９年１０月号～昭和５９年１０月号 価格４，３２０円（税込）
（送料別・着払い）

第２巻 掲載号：昭和５９年１１月号～平成６年１０月号 〃

　
町
内
産
の
つ
や
姫
と
土
橋
滝
地
区
の

湧
き
水
を
使
っ
た
町
の
地
酒
『
ひ
ま
わ

り
娘
』
の
新
酒
発
表
会
が
１２
月
１６
日
、

ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ・ら・ら
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
中
山
町
地
酒
の
会
が
主
催
し
、
今
回

で
５
年
目
。
約
１
０
０
名
の
参
加
者
た

ち
は
周
囲
の
人
と
歓
談
し
な
が
ら
、
新

酒
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
地
酒
の
会

の
東
海
林
会
長
は
「
今
後
も
『
ひ
ま
わ

り
娘
』
を
中
山
町
を
象
徴
す
る
酒
と
し

て
町
内
外
へ
情
報
発
信
し
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
１２
月
１２
日
、
中
山
中
学
生
が
集
め
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
約
１１
万
３
２

０
０
個
が
山
形
銀
行
長
崎
支
店
へ
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ッ
プ
は
昨
年
初
め
か
ら
生

徒
会
が
生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け
、
校
内

に
回
収
箱
な
ど
を
設
置
し
て
集
ま
っ
た

も
の
で
す
。
こ
の
日
は
生
徒
会
役
員
４

名
が
来
店
し
、
四
釜
支
店
長
へ
キ
ャ
ッ

プ
入
り
の
袋
２９
袋
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
キ
ャ
ッ
プ
は
「
や
ま
ぎ
ん
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
運
動
」
を
通
じ
て
、

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
に
変
わ
り
、
約
１
４
１
人
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
黒
沼
政
男
さ

ん
（
８８
歳
・
桜

町
）
が
昭
和
５０

年
～
平
成
７
年

ま
で
町
議
会
議

　
長
崎
小
５
年

生
の
渡
邉
東は
る
英ひ
で

く
ん
が
県
小
学

生
将
棋
名
人
戦

で
３
連
覇
を
果

員
と
し
て
、
５
期
２０
年
の
永
き
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
高
齢
者
叙
勲
の
旭
日
単

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

た
し
ま
し
た
。
３
連
覇
は
県
内
で
２
人

目
、
３
、
４
、
５
年
生
で
の
連
覇
は
県

内
初
で
す
。

　
１２
月
１８
日
に
は
お
父
さ
ん
と
役
場
を

訪
問
。
大
会
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
３
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
東
日

本
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

『
ひ
ま
わ
り
娘
』

　
　
　

新
酒
発
表
会

黒
沼
さ
ん
に
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

中
山
中
学
生

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
寄
附

将
棋　
渡
邉
く
ん

県
で
負
け
な
し
３
連
覇
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